第21回　施設処遇検討会議　議事録

H21.8.24　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：・末政絵美・三浦とし子・兵藤拓明・竹内一貴　

長谷部S.G.M・中村文洋・須々田珠実・馬渕豊子　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向奈津美・小笠原嘉紀・上平ユリ子・小坂和子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山S.G.M・福士一)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：船場　幸子様(青山荘入所者様)　の処遇について

２：瀬川　恭平様（青明舎利用者様）の処遇について

３：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

１：船場　幸子様(青山荘入所者様)　の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

<問題点>

○不安への対処方法　　（物事の変化に弱く、不安になる）＜継続＞

物事の変化に戸惑い、不安になる

・自己能力の低さを話し物事への取組みの不安を訴える場合には、緩やかな促しにてものごとへの取組みを促し、行ったことを自信に繋げるよう本人へ返していく。

・定期的に面談の機会を設け、日常生活で困っていることや訴えを傾聴する。

○健康管理（継続）

・服薬の声掛けを行なう（特に食事当番や自主会活動を行っているときに忘れるがちになる）

・体重変動はグラフに表し、本人にわかりやすく体重の変化を確認してもらい、健康保持管理に大切な事として意識してもらう。

・歩行時のふらつきや物が二重に見えることが過度になった場合、主治医や外来、デイケアの関係機関へ情報提供を行っていく。

〈評価〉

単に本人の不安を傾聴するだけでなく、不安の出所を突き止め具体的な提案を行うことが必要となる。また対処方法を簡単にまとめたものを作成し、不安時に本人が確認できるように支援を行って行く。またスタッフに遠慮をして、自分の意見ではなくスタッフの意見に合わせて物事を決めてしまう傾向がみられる。来年の２月で２年を迎える為、退所に向けてアセスメントを取り、本人のニーズを再度、確認していく。

２：瀬川　恭平様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：知的障害・自閉症　　合併症：なし

<問題点>

○ストレスの軽減

就労形態をＡ型からＢ型へ変更することで本人の負担軽減を図る

○医療との連携

本人の状況を確認し必要に応じて医療機関へつなげる。

〈評価〉

就労継続支援Ａ型からＢ型へ移り、現在は安定して作業に取り組む事ができている。しかし、１２月にはまたＡ型での作業に戻る予定となっているため、今後の経過を観察していく必要がある。不調の原因が多忙からくるストレスによるものなのか判断するためにも以前、訓練していた知的障害者通所授産施設（公立もくもっく）に情報提供を求めることも検討していく。またキーパーソンとなる母親が受診に対して拒否的な様子がみられる為、病状悪化に備えて精神科受診を行なう枠組み具体的に作っておく必要がある。（例　○○ができなくなったら受診など）

３：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について
<問題点>

○身の回りの物が整理できない（部屋が乱雑になっており、よく物が無くなる。）

・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。（本、文房具類､自己作品など､物が多量にあるため保護者に預かっていただくか､廃棄する事も促がしていく。）

・置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身につけていく。整理することにより同じ物を再度購入することを減らしていく衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。入浴時には交換・洗濯できるように促していく。

○被害妄想によりトラブルになる可能性がある。

・発言に対しては、否定も肯定もせず、ある程度本人の話しを聞く。傾聴する事で落ち着きを取り戻す為、順序だてて納得できるよう説明しながら、トラブル回避に努める。

○ペースメーカーの着用

・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する。

・半年に一度、八戸赤十字病院にて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。

・装着している事を意識して体を動かす事を拒否していましたが、激しい運動でなければ行なって良いことを説明し、身体機能・体力を維持できるように助言していく。

〈評価〉

本人だけで身の回りの整理整頓を行なう事や被害的妄想の改善は難しいことから、その都度必要な支援を行って行き、今後も趣味を満喫した毎日を送ることができるよう現状維持に努める。また保護者となっている妹様も高齢となってきていることから次の保護者になっていただける方を検討していく必要がある。







